








Corrosion resistance of dental precious metal alloys in pseudo-oral environment
IWAO SAKAIHARA MASATOSHI YAMAZOE TERUO ANRAKU TAKAMITSU YOSHIDA











































































































分類 種　　類 品　　名 Au Pt Pd ㎏ Cu そ　の　他
87．0 11．0 　 一 一 Zn，　Ir　2．0ハイプレシヤス系
i黄金色タイプ）
ゼオメタル87
83．9 10．7 一 一 一 Zn，　Ir　5．4
75．0 6．7 12．3 1．8 → In，　Sn，　Re，　Ir，　Ga，　Fe　4．2プレシャス系（白色
^イプ）
スーパークリスタ
汲jP－5 65．3 5．9 19．8 2．9 → In，　Sn，　Re，　Ir，　Ga，　Fe　6．1









53．0 1．5 27．5 12．3 → Sn，　In，　Ir，　Cu，　Ga　5．7
ゼオメタル53
38．5 1．1 37．0 16．3 → Sn，　ln，　lr，　Cu，　Ga　7．1
一 一 60．5 27．0 一 Sn　5．7，　In　5．4，　Zn，　Ga，　Ru　1．4パラジウム系（シル
oー含有タイプ）
ゼオメタルST
一 一 60．9 26．8 一 Sn　5．1，　In　5．0，　Zn，　Ga，　Ru　2．2
71．0 2．0 3．0 8．0 15．0 Zn，　Ir　1．0
タイプ別金合金
ワイピーゴールド
@タイプW 49．8 1．4 3．9 10．2 32．6 Zn，　Ir　2．1
7ユ．0 4．0 一 ユ2．3 12．ユ Zn，　Ir　O．6
ビーアイイエロー
52．0 3．0 一 16．4 27．5 Zn，　Ir　1．1




52．4 3．4 2．8 18．6 20．4 Zn，　Ir　2．4
68．0 7．0 一 16．2 8．0 Zn，　Ir　O．8ベネフィットジャ
Xテイ 51．6 5．4 一 22．5 18．8 Zn，　Ir　1．7
50．0 4．5 3．2 32．7 9．0 Zn，　Ir　O．6セミカラット白金加
スペイシーJ
33．4 3．0 4．0 39．9 18．6 Zn，　Ir　1．1
12．0 一 20．0 50．0 16．5 Zn，　II1，　Ga，　Ir　1．5金銀パラジ
Eム合金
金銀パラジウム合金 パラゼット12
6．1 一 19．0 46．3 25．3 Zn，　In，　Ga，　Ir　3．3





一 一 0．7 68．2 一 In　18．8，　Zn　10．0，　Sn，　Ir，　A12．3
表2：試験に用いたチタンおよび咀6A14V合金の組成（mass％）



















































































































































































































































































































































パラゼット12 25．1 46．3 25．3 3．3 1532．6 3．185
























































































































































































係数　　　標準誤差 t値 P値 下限95％　　上限95％　下限95．0％上限95．0％
切片
X値
2．476
1．183
0．043
0．126
58。234
9．402
5．207×IO－7
7．132×10t
2．358
0．834
2．595
1．533
2．358
0．834
2．595
1、533
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にはCuを含まないところが，金合金や金銀パラ
ジゥム合金と異なる．メタルセラミック修復用貴
金属合金ではQ（Ez＋Ez．o．3）がほとんどAg濃度に
依存しないのに対して，Au－Ag－Cuの3元系合
金とみなせる金合金と金銀パラジウム合金では
AgとCuの相分離による腐食挙動を考える必要
があると考えられる．
　表4にはチタンとTi　6A14v合金のEzからEz、
O．3までのQ（Ez＋Ez．O．3）も示している．チタンに対
する値が測定した試料の中で最も低い結果となっ
た．金属の見かけ上の貴な序列では，貴な金属か
らNb，　Ta，　Au，　Ir，　Pt，　Ti，　Pd，且g，　Ga，　Zr，
Ag，　Sn，　Cu，　In……の順であり，チタンは安定
な不動態皮膜を形成する3°）．腐食挙動に関して
は，標準電極電位だけではなく不動態皮膜形成挙
動も重要であると考えられる．
　先述したように，歯科鋳造用修復物の単一合金
のロ腔内で発生する電位が最大約0．2V（vs．
SCE）であると報告されている25）．これまでに測
定したアノード分極曲線において，0．2V（vs．
sCE）以下のところだけに着目すると，　Nobility
（Au＋Pt＋Pd）（atomic％）の高いメタルセラミック
修復用貴金属合金，チタンおよびTi　6A14v合金
の電流密度が最も低いことを示している．メタル
セラミック修復用貴金属合金のEc。rrとEzが高
いこと，チタンおよびTi　6A14v合金は安定な不
動態皮膜を形成することから，耐食性に優れてい
ると考えられる．従って，これまでの考察から耐
食性に優れた歯科用貴金属合金を選択する指標と
して，Nobility（Au＋Pt＋Pd）（atomic％）が高いこ
と，安定な不動態皮膜を形成すること，金合金と
金銀パラジウム合金ではAg／（Au＋Ag＋Cu）の原
子比率（％）が低いことが重要であることが本研
究により明らかとなった．
結 論
本研究により得られた結論を以下に示す．
1）Q（E、＋E。．o．3）から耐食性を評価した場合，耐
食性はチタン＞Ti6A14V合金≒メタルセラ
　ミック修復用貴金属合金〉金合金〉金銀パラジ
ウム合金〉銀合金の順に優れていた．
2）Log、。Q（E。＋E、．o．3）から耐食性を評価した場
合，歯科用貴金属合金の耐食性はNobility（Au
＋Pt＋Pd）（atomic％）に比例することが明らかで
あった．
3）Au，　AgおよびCuを含む金合金と金銀パラ
ジウム合金ではAg／（Au＋Ag＋Cu）の原子比率
（％）が低いほうが耐食性に優れていた．
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